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出典：IEA PVPS TRENDS IN PHOTOVOLTAIC APPLICATIONS 2025
https://iea-pvps.org/wp-content/uploads/2025/10/IEA-PVPS_Trends_2025-.pdf

世界の全電力の
10.8%が太陽光発電

2024年
累積導入量
2.2TW 超

(DCベース)

2025年版

日本：5.6GW (1%以下)
累積 97.0 GWDC
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https://www.fit-portal.go.jp/PublicInfoSummary

76.3GWAC

4.72GW

0.27GW

11.9GW

59.4GW

FIT/FIP以外の導入も拡大中
(PPAなど)
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出典：エネルギー基本計画の概要令和７年２月 資源エネルギー庁
https://www.meti.go.jp/press/2024/02/20250218001/20250218001.html

第7次エネルギー基本計画 令和7年2月

P.15 我が国においても世界全体での１．５℃目標と整合的で、２０５０年ネット・ゼロの実現
に向けた直線的な経路にある野心的な目標として、我が国は、２０３５年度、２０４０年度に、
温室効果ガスを２０１３年度からそれぞれ６０％、７３％削減することを目指すこととしており、
気候変動問題に対して国家を挙げて対応する強い決意を表明している。

P.29 ②太陽光発電
（ア）基本的考え方

地域との共生と国民負担の抑制を前提とし、需給近接型での導入が可能な建築物の屋
根や壁面の有効活用

太陽光パネルの生産については、２０００年代後半以降、急激に事業環境が変化する中
で、官民双方において、需要創出や投資の面で必ずしも十分な規模とスピードでの対応
ができず、我が国はシェアを大きく減少させた。これを教訓として、次世代型太陽電池に
ついて、国内に強靱なサプライチェーンを構築し、産業競争力の強化を図ることが重要

（イ）屋根設置太陽光発電
系統負荷の低い屋根設置太陽光発電のポテンシャルを更に積極的に活用

（ウ）地上設置太陽光発電
ポジティブゾーニング、営農型太陽光発電、インフラ空間、自家消費モデル、PPAモデル

（エ）次世代型太陽電池の早期社会実装
ペロブスカイト太陽電池の早期の社会実装
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2040年太陽光発電～29%

55

出典：エネルギー基本計画の概要令和７年２月 資源エネルギー庁
https://www.meti.go.jp/press/2024/02/20250218001/20250218001.html

300GWへの挑戦
(私見)
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300GWとは？

https://www.ene100.jp/zumen に加筆

GW

イメージ
(117GW)

300GW

晴れた日は大量に余る。
曇った日はちょうど良い。
発電は日中だけ。
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事業用PV(屋根設置)のシステム費用

出典：第110回調達価格等算定委員会資料1
https://www.meti.go.jp/shingikai/santeii/110.html
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太陽光発電システム

20 [万円/kW]

年間日射量

1300 [h]

システム
出力係数

0.8

寿命

20 [年]

生涯発電量

20800 [kWh]

9.6 [¥/kWh]

× × =
晴天：1.0kW/m2×1時間
曇天：0.2kW/m2×5時間

どちらも 1.0[kWh/m2]

日射量の数え方

晴天

曇天

1年は8760時間
(24時間×365日)

日射量のとおりには
発電しない(ロスがある)

どのくらい発電するのか

劣化・故障の影響もある

1 [kW] ×

定格

日陰

~ ~ ~

温度上昇
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•知床岬 (1200h) → ドイツ北部
•東京 (1400h) → ドイツ南部・フランス
•東・南海沿岸 (1600h) → フランス南部
•スペイン (2000h) → 東京の1.4倍以上

日射量の比較(最適傾斜角)

出典：NEDO 全国日射量マップ（MONSOLA-11）を加工して作成
https://www.nedo.go.jp/library/nissharyou.html

出典：European Commission PVGIS を加工して作成
https://joint-research-centre.ec.europa.eu/photovoltaic-
geographical-information-system-pvgis_en

9
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群馬県太田市の日射データを用いた計算結果例
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どうやって導入するか
 初期費用の抑制
•PPA(第3者所有)による導入
•コーポレートPPA(オンサイト)なら年度予算でも導入可能(初期費用なし)
•メンテナンスも任せられる
•長期間電気料金を固定できる

 PV設置のメリット
•オンサイトPVなら非常時も使える
•蓄電池もあわせて導入したい(時間シフト、防災)
•上手くエネマネすれば、契約電力を減らせる
•自家消費を軸としつつ、DR価値創出を見据える

 どこに設置するか
•まずは屋根
•カーポート、歩行空間など、どこでも可能
•架台設置、置き基礎、接着、折板屋根、垂直設置など
•屋根のメンテナンスタイミングと合わせる (防水層の施工タイミングなど)
•モジュールも軽量結晶Si、フィルム型など、選択肢は色々
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次世代型への期待
 フィルム型
•低耐荷重屋根、曲面
•10年更新でもメンテサイクルと合っていれば問題ない
•長尺を活かした施工方法
•壁面設置はこれから
•接着施工はリサイクルに注意

 高効率タンデム
•狭小面積でもしっかりと発電できる
•発電コストもまだまだ下がる
•ZEBの実現

 さらに今後は
•普及が進めば都市の防災力が向上する
•自家消費+蓄電池活用で系統側の負担も軽減
•壁面設置は意匠性が極めて重要
•オフサイトPPAで地方と都市をつなぐ (都市の電気代を地方へ)


